
2019年　プログラム近況報告
エルサルバドル　サンアグスティン地域開発プログラム

「私の片目は、生まれつき見えにくかったので、学校でうまくやっていけませんでした。

障がいのせいで、自分は普通ではないと感じながら育ってきました。先生が黒板に書

く文字も見えないので、よくイライラしていましたが、家族には私を特別支援学校に入

れるだけの金銭的余裕がありませんでした」と、地域の若者リーダーである、フベンチ

オさんは語ります。

「ワールド・ビジョンは、そんな私の考えを変えてくれました。 

私はライフ・スキルの研修や、子どもクラブなどに参加し、自分

の将来に希望を持てるようになりました。中学校を卒業した

時、例え12キロ歩いて通うことになっても、高校に行こうと決断

したのも、ワールド・ビジョンのおかげです」 

 

「多くの子どもたちが私の努力を知り、高校に通うようになりました。子どもクラブは、学

び続け、夢をかなえるための意欲を与えてくれました」

フベンチオさん（写真
左、青いシャツ）は、将
来のために教育を受
けることの大切さを、
彼の兄弟に語り掛け
ています。 
現在フベンチオさん
は、高校を卒業し、
大学進学を目指して
います

お問合せ先

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

電話：03-5334-5351（平日9:30～17:00)

e-mail：dservice@worldvision.or.jp

ホームページ：www.worldvision.jp

“多くの子どもたち
が高校に通うよう
になりました”

 障がいを乗り越えて、将来に希望を！

プログラム番号 SLV- 190776

健康状態が改善しました

より多くの生徒たちが、栄養価の高い食事を食べられるようになりました。 

2校で学ぶ合計188人の生徒たちが、ワールド・ビジョンの支援を受けて各学

校に菜園を作りました。生徒たちは種まきから収穫、栄養価の高い野菜を

使った調理の方法まで学びました。

教育を受けました

より多くの若者が将来のために様々なスキルを学んでいます。10代の若者

40人が、電気配線と、コンピュータを用いたサポート業務の研修に参加しま

した。研修により、出稼ぎに行かずとも、地域で収入を得るためのスキルを

身に着けました。

地域の人々の中で大切に保護されて成長しました

さらに多くの子どもたちが地域の活動に参加しています。4つの地域で行わ

れた、子どもの健康的な生活をサポートする啓発活動に、1,246人の子ども

たちが参加しました。活動で子どもたちは、様々なゲームやコンテスト、お絵

かきに参加し、子どもの権利や、良い価値観、家族との関係などについて学

びました。

価値ある存在として尊重され愛情を受けました

多くの若者が自分の才能を開花させています。300人の若者が国際青少年

の日に行われたイベントを通して、自分たちが価値ある存在だと認識する機

会がありました。また、662人の青少年クラブのメンバーは活動を通して、価値

観を共有すること、お互いを尊重し合うこと、暴力のない環境をつくるために

出来ることについて考え、学びました。

今年も地域の子どもたちへの
ご支援をありがとうございます

 ご支援により、地域の子どもたちが  
よりよい環境で育つことができています

サンアグスティン地域を代表して、皆さまの温かいご支援に感謝します。今

年一番の成果は、子どもの権利を守るために、地域内で権利委員会を発足

したことです。

一方、最大の課題は、出稼ぎのため、国内外へ引越す家族を減らしていき、特

に子どもたちを守り、居場所づくりを推進することです。若者ための美術・工作

や、音楽、スポーツなどの講習会と協力し、彼らの居場所づくりを行い、地域へ

溶け込んでいけるように活動を行っています。皆さまの惜しみない支援によ

り、多くの子どもたちの人生が変えられています。重ねて感謝申し上げます。

エルネスト　ホセ　アンドラデ

サンアグスティン地域開発プログラムマネージャー
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「以前は子どもたちと遊ぶ場所がありま
せんでしたが、ワールド・ビジョンのおか
げで、子どもたちと安心、安全に遊べる
場所ができました」

ジェナラさん、母親 
（ブランコを押している女性）

「ワールド・ビジョンが学校に野菜の種
を配布してくれたので、学校菜園を作
ることが出来ました。菜園でできた野
菜のおかげで、健康になりました」

アベリーノくん、10歳 
（写真右、白いシャツの男の子）

「以前は家に帰っても、お手伝いと、宿
題しかしていませんでした。ワールド・
ビジョンが開催する美術・工作講習会
に参加するようになってから、再利用
できる素材を使って、様々なものを作
れるようになり、友だちも増えました」

アレハンドラちゃん、9歳 
（左から4番目の女の子）

「以前は、子どもクラブの存在を知って
いる人は少なかったのですが、ワール
ド・ビジョンが学校でクラブを開催して
くれたおかげで、学校で子どもの権利
を学べるようになり、嬉しいです」

ナオミちゃん、10歳 
（写真手前、本を見ている女の子）
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エルサルバドル サンアグスティン地域開発プログラム(SLV-190776) 

2018年度（2017年10月1日-2018年9月30日） 

プログラム支援額 (単位：円)

チャイルド・スポンサーシップ当期支援額

前期からの繰越額

プログラム支援額合計

プログラム支出額

安全で持続的な地域社会の創生プロジェクト

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

プログラム支出額合計

次期繰越額 50,860

4,212,117

25,566,684

29,580,805

248,856

29,829,661

29,778,801

  安全で持続的な地域社会の創生プロジェクト 
• 住民組織の育成と 
地域で子どもを保護する環境の整備 

• 子どもの権利保護を促進する地域力強化 

会計報告 活動内容 

  スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト 
• 就学前教育および初等教育の質向上の取り組み 
• 7歳～18歳を対象としたライフスキル能力の向上およ
びコミュニティの計画策定プロセスへの参加促進 

• 手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流 
• チャイルドの定期的なモニタリング 
• 「子どもを中心とした開発」についての啓発活動 


